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はじめに

このドキュメントでは、Contact Center Enterprise(CCE)Virtual Agent Voice(VAV)クラウドベース
コネクタを設定する方法について説明します。

著者：Cisco TACエンジニア、Ramiro Amaya、Anjum Jeelani、Adithya Udupa、およびRaghu 
Guvvala

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。



Cisco Unified Contact Center Enterprise(UCCE)リリース12.6.2•
Cisco Package Contact Center Enterprise(PCCE)リリース12.6.2•
Customer Voice Portal（CVP）•
Virtual Voice Browser(VVB)•
Google Dialogflow CX•
制御ハブ•

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアのバージョンに基づいています。

PCCEリリース12.6.2•
CVP 12.6.2•
クラウドコネクト12.6.2•
Google Dialogflow CX•
Webex Control Hub•

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

背景

CCE 12.5(1)リリースでCustomer Virtual Assistant(CVA)と呼ばれていたVirtual Agent-
Voice(VAV)機能を使用すると、音声自動応答装置(IVR)プラットフォームをクラウドベースの音声
サービスと統合できます。

この機能は、ユーザと同様のインタラクションをサポートします。これにより、IVR内で迅速か
つ効率的に問題を解決し、エージェント宛てのコールを削減できます。これにより、物理エージ
ェントを使用せずにセルフサービスソリューションを提供するVirtual Agentと最初にやり取りで
きます。

VVBは、次のいずれかのコネクタを使用してAIサービスを活用します。

プレミスベースのコネクタ：VVBは、ネイティブコネクタを使用してGoogle Dialogflowサ
ービスに接続します。このサービスは、Cisco Unified Call StudioのDialogflow ESまたは
DialogflowCX要素を介して有効になります。VAVは現在、プレミスベースのコネクタを介し
てGoogle Dialogflow ESおよびCXサービスをサポートしています。

•

クラウドベースのコネクタ：VVBは、クラウドベースのコネクタを使用してCisco CAIサー
ビスに接続します。このサービスは、Cisco Unified Call StudioのVirtual Agent Voice要素を
介して有効になります。VAVは現在、クラウドベースのコネクタを介してGoogle 
Dialogflow CXサービスをサポートしています。

•

このドキュメントでは、クラウドベースのコネクタの設定についてのみ説明します。



重要な考慮事項

クラウドベースのコネクタを使用してVAVを設定する前に、次の点を考慮してください。

サポートされるコーデックはu-lawです。•

音声アクティビティ検出はGoogleによって実行されます。•

ポート443およびHTTP/2をプロキシおよびファイアウォールで有効にする必要があります
。

•

ネットワークで許可されるリストには、次のURLが含まれている必要があります。

U2C（ポート443）:https://u2c-a.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog - US○

U2C（ポート443）:https://u2c-r.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog – アジア○

U2C（ポート443）:https://u2c-k.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog – ヨーロッパ○

オーケストレータ（ポート443）:https://insight-orchestrator.wxcc-us1.cisco.com○

IDブローカ（ポート443）:https://idbroker.webex.com○

WSコネクタ（ポート443）:https://wsconnector.wxcc-us1.cisco.com○

•

ネットワークで許可されるリストには、次のURLのグループも含まれている必要があります
。

*.google.com○

*.googleapis.com○

*.gcr.io○

*.cisco.com○

*.wbx2.com○

*.ciscoccservice.com○

•

設定

次に、クラウドベースコネクタ経由でVAVを設定するために必要な手順を示します。

https://u2c-r.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog
https://u2c-r.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog
https://u2c-k.wbx2.com/u2c/api/v1/user/catalog
https://insight-orchestrator.wxcc-us1.cisco.com
https://idbroker.webex.com
https://wsconnector.wxcc-us1.cisco.com
http://gcr.io/


ステップ1：自己署名証明書を交換するか、CA署名証明書を実装します。

ステップ 2：プロキシサーバを設定します。

ステップ 3：Googleプロジェクトを作成します。

ステップ 4：Googleプロジェクトとクラウド組織をシスコとともにプロビジョニングします。

ステップ 5：Dialogflow CXエージェントを作成および設計します。

手順 6：エージェントカンバセーションプロファイルを作成します。

手順 7：Webex Control HubでCAIを設定します。

-Cloud Connect

-コネクタ

-機能

ステップ 8：UCCEおよびPCCE(SPOG)でCCAIを設定します。

ステップ 9：CVP Call Studioアプリケーションの作成と設計

自己署名証明書を交換するか、CA署名証明書を実装します。

VAV機能を使用するには、CA署名付き証明書を実装するか、VAVに関連するCCEコンポーネント
と自己署名証明書を交換する必要があります。AW、VVB、およびCloud Connectでは、PCCE証
明書の交換またはCA署名付きが必要です。UCCE証明書は、AW、VVB、NOAMP、およびCloud 
Connectで必要です。UCCE Exchange証明書：UCCE 12.6のExchange自己署名証明書、CA署名
実装：12.6のCA署名付き証明書の実装、およびPCCE Exchange証明書：PCCE 12.6の
Exchange自己署名証明書について、このドキュメントを確認してください。

プロキシサーバの設定

VVB Speech Server(SS)とWebex CAIサービス間で直接通信できない場合は、プロキシサーバが
必要です。

プロキシサーバを設定するには、次のコマンドを使用します。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/unified-contact-center-enterprise/220754-exchange-self-signed-certificates-in-a-u.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/unified-contact-center-enterprise/220754-exchange-self-signed-certificates-in-a-u.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/unified-contact-center-enterprise/220754-exchange-self-signed-certificates-in-a-u.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/unified-contact-center-enterprise/220754-exchange-self-signed-certificates-in-a-u.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise/220730-implement-ca-signed-certificates-in-a-cc.html


speechserver httpsProxyホストの設定

speechserver httpsProxyポートの設定

speechserver httpsProxy nonProxyHostsを設定します

speechserver httpsProxyホストの設定

このコマンドは、音声サーバのプロキシホストを設定します。また、必要に応じてクレデンシャ
ルも要求されます。

コマンド構文：

set speechserver httpsProxy host <ホスト名/ip>

プロキシには資格情報が必要ですか？[Y/N] y 
ユーザ名を入力：ユーザ名 
パスワードの入力：****

以下に例を挙げます。

admin:speechserver httpsProxy host abc.comを設定します 
プロキシには資格情報が必要ですか？[Y/N] y 
ユーザ名を入力：ユーザ名 
パスワードの入力：**** 
コマンドは成功しました。

speechserver httpsProxyポートの設定

このコマンドは、音声サーバのプロキシポートを設定します。

コマンド構文： 
set speechserver httpsProxy port <ポート番号>

以下に例を挙げます。 
admin:speechserver httpsProxy port 80を設定します。

コマンドは成功しました。

このコマンドは、音声サーバのnonProxyHostsを設定します。トラフィックは、これらのホスト
にプロキシ経由で送信されません。

speechserver httpsProxy nonProxyHostsを設定します

コマンド構文： 
set speechserver httpsProxy nonProxyHosts <パラメータ>

以下に例を挙げます。 
admin:set speechserver httpsProxy nonProxyHosts <コンマで区切られたnonProxyHostsのリスト
>



コマンドは成功しました。

このパラメータは、単一のホストまたは複数のホストをカンマで区切って指定できます

このドキュメントの詳細：VVB操作ガイド

注：値を反映するには、Speech Serverを停止してから開始する必要があります。 
Speech Serverを停止するための構文：utils service stop Cisco Speech Server 
Speech Serverを起動するための構文：utils service start Cisco Speech Server

Googleプロジェクトの作成 – プロジェクトと組織のプロビジョニング

Google AIとCCEの統合にはGoogleプロジェクトの作成が必要であり、このプロジェクトはシス
コがプロビジョニングする必要があります。さらに、Cisco WebExクラウド内に組織を作成する
必要があります。このドキュメントでは、プロジェクトと組織を作成およびプロビジョニングす
るために必要な手順について説明します。

CCEを使用したGoogle CCAIハイブリッドサービスのプロビジョニング

Dialogflow CXエージェントの作成

VAVは現在、クラウドベースのコネクタを介してGoogle Dialogflow CXサービスをサポートして
います。

Dialogflow CXエージェントは、エンドユーザとの同時カンバセーションを処理する仮想エージェ
ントです。Dialogflowは、会話中のエンドユーザのテキストや音声を、アプリケーションやサー
ビスが理解できる構造化されたデータに変換します。システムに必要なカンバセーションのタイ
プを処理するDialogflowエージェントを設計および構築します。Dialogflow CXの詳細については
、「Dialogflow CXの基本」を参照してください。

Dialogflow CXエージェントを作成する手順は次のとおりです。

ステップ 1：https://dialogflow.cloud.google.com/cx/projectsに移動し、プロジェクトの作成時に使
用したGoogleアカウントでログインして、プロジェクトを選択します。

ステップ 2：場所を選択し、Create agentをクリックします。

/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/cisco_vvb/vvb_12_6_2/operations/guide/ccvp_b_1262-operations-guide-for-cisco-virtualized-voice-browser.pdf
/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/cisco_vvb/vvb_12_6_2/operations/guide/ccvp_b_1262-operations-guide-for-cisco-virtualized-voice-browser.pdf
/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/cisco_vvb/vvb_12_6_2/operations/guide/ccvp_b_1262-operations-guide-for-cisco-virtualized-voice-browser.pdf
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/contact-center/packaged-contact-center-enterprise-1261/217681-provision-google-ccai-hybrid-services-wi.html#anc30
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/concept/agent
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/concept/agent
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/basics
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/basics
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/basics
https://dialogflow.cloud.google.com/cx/projects


ステップ 3：名前を追加し、タイムゾーンと言語を選択します。[Create] をクリックします。



ステップ 4：エージェントが作成され、最初のページにデフォルトの開始フローが表示されます
。

エージェントを作成すると、デフォルトのフローが開始ページに自動的に作成されます。エージ
ェントの作成後にデフォルト設定を変更するには、エージェント設定を選択します。



[音声認識とIVR]セクションで、音声認識の適応、音声設定の詳細設定、および割り込みを有効に
します。

Dialogflow CXエージェントのセットアップ方法については、次のGoogleビデオを参照してくださ
い。

Dialogflow CXとは何ですか。

https://www.youtube.com/watch?v=6_Gilug2QYw
https://www.youtube.com/watch?v=6_Gilug2QYw
https://www.youtube.com/watch?v=6_Gilug2QYw
https://www.youtube.com/watch?v=6_Gilug2QYw


Dialogflow CXのページと遷移の概要

単一フローの会話エージェントの作成

Dialogflow CXエージェントのインポート

Dialogfow CXエージェントを最初から作成する代わりに、エージェントをインポートできます。
エージェントを作成した後は、以前に作成して構築したDialogflow CXエージェントをインポート
できます。この例では、シスコのエンジニアリングチームによって作成されたDialogflow CXエー
ジェントを使用します。

ステップ 1：Agentセクションで、View all agentsを選択します。

 ステップ 2： 作成したエージェントを選択し、Restoreをクリックします。

ステップ 3：RestoreウィンドウでUploadをクリックし、ダウンロードファイルを選択して
Restoreをクリックします。

https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=T9TX0DtTyRo
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0
https://www.youtube.com/watch?v=55g8J7UX_d0


インポートされたエージェントが表示されます。

Cisco Dialogflow CXエージェントサンプル(exported_agent_Travel_ flight 
information_VAV.blob)は、VAV Call Studio Application and Dialogflow CX Agent Sampleからダウ
ンロードできます。

Dialogflow CXエージェントの作成 – 事前に作成されたエージェント

Dialogflow CXエージェントの構築時に設計時間を短縮するには、Googleの構築済みエージェント
テンプレートを使用できます。 

以下に、構築済みエージェントを使用する手順を示します。

ステップ 1：Dialogflow CXページでプロジェクトを選択し、次にUse pre-built agentsを選択しま
す。

https://github.com/CiscoDevNet/cvp-sample-code/tree/master/CustomerVirtualAssistant/VAV_Hybrid


ステップ 2：使用するビルド済みエージェントを選択します。この例では、Travel:car rentalエー
ジェントが使用されます。

ステップ 3：[Import] をクリックします。



ステップ 4：場所を選択します。作成された新しいエージェントが表示されます。



このGoogleビデオの詳細：Dialogflow CXエージェントを作成するためのビルド済みエージェント
テンプレートの使用

エージェントカンバセーションプロファイルの作成

https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk
https://www.youtube.com/watch?v=GshFTYWATsk


エージェントのカンバセーションプロファイルは、発信者とのカンバセーションにおける
Dialogflowエージェントの動作を定義する一連の設定パラメータです。

次に、エージェントのカンバセーションプロファイルを作成する手順を示します。

ステップ 1：Google Agent Assist にログインします。Conversation profileを選択し、Dialogflow 
CXエージェントで作成したプロジェクトを選択します。

ステップ 2：[Create] をクリックします。

ステップ 3：Agent Assist URLが、カンバセーションプロファイルを作成するエージェントと同
じ場所を使用していることを確認します。この例では、URLがlocation globalにあることがわかり
ます。

先ほど作成したエージェントはus-central1にあるため、続行するにはロケーションを置き換える
必要があります。

https://agentassist.cloud.google.com/


ステップ 4：名前と言語を追加します。

ステップ 5：スクロールダウンしてEnable Virtual agentを選択し、次にDialogflow CXエージェン
トを選択します。



これで、エージェントのカンバセーションプロファイルが作成されました。

Webex Control HubでのCAIの設定

ステップ 1：Cloud Connectパブリッシャとサブスクライバがインストールされていることを確認
します。詳細については、『Cisco Unified Contact Center Enterprise Installation and Upgrade 
Guide 12.6.2』の「Install Cloud Connect」セクションを参照してくださいを参照。 

ステップ 2：Webex Control Hub(admin.webex.com)にログインします。Contact Centerに移動し
、Cloud Connectをクリックします。

/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/icm_enterprise/icm_enterprise_12_6_2/installation/guide/ucce_b_install_upgrade_guide_1262.pdf
/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/icm_enterprise/icm_enterprise_12_6_2/installation/guide/ucce_b_install_upgrade_guide_1262.pdf
http://admin.webex.com




ステップ 3：Cloud Connectウィンドウで、Primary Cloud Connectとクロックレジスタの名前と
完全修飾ドメイン名(FQDN)を入力します。

注:Webex Control HubにCloud Connectを追加する場合は、Control Hubが開いているPCか
らCloud Connect FQDNにアクセスできることを確認します。

ステップ 4：Allow access to the Cloud Connectノードを選択し、Continueをクリックします。



Cloud Connectの登録が完了したことが表示されます。

ステップ 5：コネクタを追加します。Contact Centerウィンドウで、Integrationsを選択し、次に
Connectorsタブを選択します。



手順 6：コネクタが既に追加されており、さらに1つ追加する必要がある場合は、[追加]をクリッ
クします。Googleでサインインし、指示に従って続行します。

注：Googleでサインインするユーザアカウントには、Googleプロジェクトの所有者ロール
が必要です。 

手順 7：Googleプロジェクト、シスコプロジェクト、およびGoogleプロジェクトのプロビジョニ
ング時にシスコが提供するGoogleサービスアカウントを提供します。[Save] をクリックします。



ステップ 8：次に、機能を追加します。Contact Centerページで、Integrations and Featuresをク
リックし、Newをクリックします。



ステップ 9：これで、新しいコンタクトセンター機能の作成ページが表示されます。 [New] をク
リックします。コンタクトセンターAIの設定」を参照してください。

ステップ 10：コンタクトセンター機能ページが表示されます。 Contact Center AI Configをクリ
ックします。



ステップ 11機能情報を入力し、すでに追加されているコネクタを選択し、Googleエージェント
の会話プロファイルを作成します。

UCCEおよびPCCE(SPOG)でのCCAIの設定

PCCEの設定

ステップ 1：CCE AWで、Unified CCE Administrationツールを開き、Inventoryに移動します。



ステップ 2：スクロールダウンして、外部マシンをクリックします。

ステップ 3：Cloud Connect Publisherを選択し、完全修飾ドメイン名(FQDN)、ユーザ名、および
パスワードを入力します。



Cloud Connectが追加され、同期されます。



注:CCEコンポーネント間で証明書を交換したことを確認するか、CA署名付き証明書を実装
してください。PCCE証明書の交換と実装については、PCCE 12.6のExchange Self-Signed 
Certificatesおよび12.6のCA署名付き証明書の実装を参照してください。

ステップ 4：デフォルト設定を検証します。デフォルトのCAI設定（Webex Control HubでCAI設
定の一部として作成される）を表示します。必要に応じて、CCE AdminでSyncオプションを使用
して設定を同期します。

ステップ4a:CCE Adminで、フィーチャカードに移動し、Contact Center AIを選択します。

ステップ4b:シスコが提供するAIサービスの選択
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ステップ4c:仮想エージェントのデフォルト設定が表示されます。



UCCEの設定

ステップ 1：CCE AWで、Unified CCE Administrationツールを開き、Inventoryに移動します。
[New] をクリックします。

ステップ 2：Cloud Connectを追加し、FQDNとクレデンシャルを入力します。

注:CCEコンポーネント間で証明書を交換したことを確認するか、CA署名付き証明書を実装
してください。UCCE証明書の交換と実装(UCCE 12.6のExchange Self-Signed 
Certificates)および実装(12.6のCA署名付き証明書の実装)については、次のドキュメントを
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参照してください。

ステップ 3：CVP Operations Console(OAMP)でCloud Connectを設定します。詳細については、
『Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』の「Configure CVP Devices for 
Cloud Connect」を参照してください。

ステップ 4：Google CAIのデフォルト設定を検証します。デフォルトのCAI設定（Webex Control 
HubでCAIの設定の一部として作成される）を表示します。必要に応じて、CVP Operations 
Console(NOAMP for Cisco Unified CCE)で設定を同期します(Syncオプションを使用)。

ステップ4a:CCE Adminで、フィーチャカードに移動し、Contact Center AIを選択します。



ステップ4b:シスコが請求するAIサービスを選択します。



ステップ4c:仮想エージェントのデフォルト設定が表示されます。



CVPの設定

ステップ 1：CVP Call Studioで、Call Studioアプリケーションを開きます。ラボ環境でのテスト
には、Cisco Sample Call Studioアプリケーションを使用できます。Call Studio VAV Sample 
Applicationからダウンロードできます。

ステップ 2：Virtual Agent Voice要素をクリックし、Settingsタブを選択して要素設定を開きます
。

https://github.com/CiscoDevNet/cvp-sample-code/tree/master/CustomerVirtualAssistant/VAV_Hybrid
https://github.com/CiscoDevNet/cvp-sample-code/tree/master/CustomerVirtualAssistant/VAV_Hybrid


ステップ 3：Config IDで、作成したWebex Control Hub CCAI機能からIDをコピーします。Webex 
Control Hub機能の設定でデフォルトの仮想エージェントを選択した場合は、空白のままにします
。

ステップ 4：以前のDialogflow CXとCisco Contact Centerの統合では、ウェルカムイベントを作
成する必要がありました。オンプレミスベースのコネクタを使用している場合は、CCE 12.6.2バ
ージョンでも必要です。ただし、クラウドベースのコネクタの場合は、Google Dialogflowに渡さ
れる独自のイベントとパラメータを指定するオプションがあります。イベント名をクリックし、
Google Dialogflowに渡すイベントの名前を指定します。このイベントは、必ずDialogflow CXエー
ジェントで作成してください。

この例では、イベント名は前の要素で定義されたローカル変数として渡されます。



変数は、変数の設定イベントで定義されています。

Dialogflow CXエージェントのイベント。

ステップ 5：イベントデータで、イベント名と共に渡すパラメータをGoogle Dialogflow CXに追
加します。 ...をクリックしてEvent Dataフィールドを開きます。この例では、Name、Place、お
よびjson型の3つの変数が渡されます。



手順 6：SIPヘッダー制限を使用すると、SIPメッセージからGoogle Dialogflow CXエージェント
に送信される情報をフィルタリングできます。これは、個人情報や重要な情報がクラウド経由で
送信されることを防ぐためです。

手順 7：自動音声認識(ASR)、音声合成(TTS)、および自然言語理解(NLU)とGoogle Dialogflowと
の相互作用を改善するために、一連のVXMLパラメータが追加されました。

モデルの認識

これは、認識結果を改善するためにクラウドの音声テキスト変換で使用される機械学習モデルを
指定するために使用されます。

詳細については、次のドキュメントを参照してください。

拡張モデル

https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/enhanced-models
https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/enhanced-models


拡張モデルの選択

モデルのバリアントを認識

モデルバリアント名.StringRecognize.modelVariantが含まれます。たとえば、この4つの値はモデ
ルとしてサポートされています。

・ USE_STANDARD 
・ SPEECH_MODEL_VARIANT_UNSPECIFIED 
・ USE_ENHANCED 
・ USE_BEST_AVAILABLE（デフォルト）

音声の性別を合成

Synthesize操作のジェンダータイプを設定します。

音声名の合成

Synthesize操作用のボイス名を設定します。音声ガイダンスを再生する際のアクセントを選択し
ます。

Googleがサポートしている音声と言語はGoogle Voice and Language Supportです。

Dialogflow CXでの部分応答の設定

部分応答機能は、WebHook応答がバックグラウンドで要求を処理している間、暫定メッセージを
再生し、発信者を呼び出します。Dialogflow CXのwebhook要求は、応答の受信に時間がかかるこ
とがよくあります。webhook応答が要求を処理している間に発信者に対する暫定応答がない場合
、発信者は完全にサイレントのままになり、電話を切る可能性があります。これを回避するには
、部分応答を使用して、要求がまだ処理中であることを発信者に通知します。

webhookが部分的な応答の前または間に実際の応答を返す場合、システムは部分的な応答を
停止し、発信者に対して最終的な応答を再生します。

•

Dialogflow CXエージェントから受信した最初のプロンプト応答は、部分応答をサポートし
ていません。

•

部分的な応答プロンプトに対して割り込みを有効にして、発信者がエージェントの応答を中
断できるようにすることはできません。

•

注：部分応答はGoogle Dialogflow CXエージェントで設定されます。このサポートは、
12.6(2) VVBベースリリースのES1からのみ利用できます。詳細については、このドキュメ
ントの「Google部分応答」を参照してください。

部分応答の詳細については、次のドキュメントを参照してください。https://help.webex.com/en-
us/article/nzlot2u/Configure-Partial-Response-in-Dialogflow-CX

確認

https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/speech-to-text-requests#select-model
https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/speech-to-text-requests#select-model
https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/speech-to-text-requests#select-model
https://cloud.google.com/speech-to-text/docs/speech-to-text-requests#select-model
https://cloud.google.com/text-to-speech/docs/voices
https://cloud.google.com/text-to-speech/docs/voices
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/concept/fulfillment#partial-response
https://cloud.google.com/dialogflow/cx/docs/concept/fulfillment#partial-response
https://help.webex.com/en-us/article/nzlot2u/Configure-Partial-Response-in-Dialogflow-CX
https://help.webex.com/en-us/article/nzlot2u/Configure-Partial-Response-in-Dialogflow-CX


現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

トラブルシュート

現在のところ、この設定にトラブルシューティングを行う手順はありません。
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翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


